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　　　　　　女子大学生の調理教育による魚料理への影響

　　　　　　　　　日本女大家政　　長田　真澄　○高増　雅子

　目的　筆者らは、女子大学生の調理教育のあり方について、これまで研究報告してきた

が、魚料理離れの原因は、魚介類に対する知識不足によることが分かった。そこで、魚介

類に対して興味をもたせるため、その基礎知識やおいしさ、健康的な食生活と日本型食生

活、伝統料理との関係を理解させ、魚料理への関心を高めることで日常の食生活に大きく

貢献することを目的として、調査研究を行った。

　方法　期間:1992年から1993年の１年間

対象：日本女子大学学生　219名

調査方法：質問紙によるアンケート調査、魚介類及び魚料理に対する基礎知識、調理技術、

献立作成などのテスト

　鮎果　１年間の馴理教宵の結采、女子大学生に魚料理への関心度、及び調皿技術而での

向上は認められたが、魚介類の種類についての認識やその応川は、難しかった。しかし、

実際に魚介類を訓理してみると、意外に簡単で、おいしいことが分かり、魚介類が身近な

食品となり、また健嶺との関わりも理解された。

　なお、この調査研究からバランスの良い食生活を送るための知織と、El fiiにおいて手軽

に新鮮な魚介類を調理する技術を、若い内に身につけさせることの大切さが示唆された。

戦後の家庭科教育の変遷一一一被服教育を中心としてｰ(第4報)

園田学園女短大○田中丿一子　　奈良女大家政栢11佳予子

　目的前報に続いて、mm年力ヽら昭和

してどのように変化してきた力ヽを考察するとともに、新しい学習指導要領のもとで、被服

教育はどのような内容にしていけばよいかを考える。

　方法昭和43、44、45年と、昭和52、53年に出された小・中・高校の「学習指導要領家

庭科編」における被服分野の内容を検討し、前報との異同を明らかにした。さらにこの時

期の社会伏態とのかかわりをみるために、雑誌「主婦の友」及び「暮しの手帖」の衣生活

関連記事と対応させて検討した。また指導の実際について、奈良県における家庭科教育研

究会、家庭クラブ連盟の研究の状況、及び雑誌「家庭科教育」を参考にした。

　結果昭和43、44、45年に小・中・高校の内容に入れられた「既製服の選択」は、昭和

52、53年の改訂版ではなくなり、中学校では「取り扱い表示記号」、高校では「着装」

　「被服デザイン」力汰きく取り上げられた。また、衣生活の「合昭ﾋ」は「充実向上」と

変えられ、時代の要請の変化を示している。この時期の雑誌には「おしゃれ」や「着こな

し」の記事か毎月掲載され、「既製服のサイズ」「ブラジャー、ガードルの選び方」「マ

フラーとス}･ール」など洋服の着装に関するもの力侈い。男子や子供の着こなしにも関亡ヽ

がもたれ、「男の装い」「コーディネイト子供服」などの記事力埓られる。こうした社会

の状況に対応して、今後の被服教育の内容は、F着るj 脱ぐj r買うj「作る」といっ

た衣生活行動を理解させた上で、個人や家族の被服に関する諸場面に対応し得る力をつけ

ることの出来るものにしていくことが必要であると考える。
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